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【手続補正書】
【提出日】令和1年8月2日(2019.8.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、
　粒子を備える流体を受け取るように構成された入力チャネルと、
　前記入力チャネルの下流の複数の出力チャネルと、
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　前記入力チャネルにおいて前記粒子の光学特性を検出するように構成された光学検出器
と、
　前記光学検出器に通信可能に連結されたプロセッサであって、前記プロセッサは、
　　前記粒子の前記光学特性に基づいて前記複数の出力チャネルの選別チャネルを選択す
ることと、
　　前記入力チャネルから前記選別チャネルの中へ前記粒子を選別するための選別信号を
伝送することと
　　を行うように構成されている、プロセッサと、
　前記選別チャネルにおける粒子の存在に基づいて検証信号を生成するように構成された
インピーダンス検出器と
　を備え、
　前記プロセッサはさらに、前記インピーダンス検出器に連結され、前記検証信号に基づ
いて前記入力チャネルから前記選別チャネルの中への前記検出された粒子の前記選別を検
証するように構成されている、装置。
【請求項２】
　前記検証信号は、前記インピーダンス検出器による前記粒子の体積にも基づく、請求項
１に記載の装置。
【請求項３】
　前記粒子は、第１の粒子であり、前記選別信号は、第１の選別信号であり、前記プロセ
ッサは、前記検証信号に基づいて前記入力チャネルから前記出力チャネルのうちの１つの
中へ追加の粒子を選別するために前記プロセッサを訓練するように構成されたフィードバ
ックモジュールをさらに備える、請求項１または請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記光学検出器は、前記光学特性に基づいて検出信号を生成するようにさらに構成され
ている、請求項１～３のいずれかに記載の装置。
【請求項５】
　前記選別信号を受信することと、前記入力チャネルから前記選別チャネルの中へ前記粒
子を選別するために粒子選別接合点において前記粒子を備える前記流体の流動方向を変化
させることとを行うように構成された選別要素をさらに含み、前記粒子選別接合点は、前
記入力チャネルおよび前記複数の出力チャネルに流体的に連結されている、請求項１～４
のいずれかに記載の装置。
【請求項６】
　前記選別要素は、前記粒子を選別するために圧力パルスを印加する、請求項５に記載の
装置。
【請求項７】
　前記選別要素は、圧電アクチュエータを含む、請求項５または請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記入力チャネルにおいて前記粒子を照射するように構成された光源をさらに備える、
請求項１～７のいずれかに記載の装置。
【請求項９】
　前記光源は、レーザを備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記レーザは、４８８ｎｍの波長を有する光を出力する、請求項８または請求項９に記
載の装置。
【請求項１１】
　前記光学検出器は、蛍光信号を検出するように構成されている、請求項１～１０のいず
れかに記載の装置。
【請求項１２】
　前記光学検出器は、光電子倍増管（ＰＭＴ）、フォトダイオード、電荷結合素子（ＣＣ
Ｄ）、またはアバランシェフォトダイオード（ＡＰＤ）を備える、請求項１１に記載の装
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置。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、前記検出信号および前記検証信号に基づいて選別精度を決定するよ
うにさらに構成されている、請求項４～１２のいずれかに記載の装置。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、ある量の時間に対して前記選別信号の伝送を遅延させるための遅延
カウンタをさらに備える、請求項１～１３のいずれかに記載の装置。
【請求項１５】
　前記ある量の時間は、前記粒子が前記選別接合点に到達する進行時間に等しい、請求項
１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記ある量の時間は、調節可能である、請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　前記遅延カウンタは、前記粒子が前記選別接合点中の適切な場所にあるときに流動障害
が生じるように、前記選別要素の発射を遅延させる、請求項１４に記載の装置。
【請求項１８】
　複数の粒子は、細胞を含む、請求項１～１７のいずれかに記載の装置。
【請求項１９】
　複数の粒子は、ビーズを含む、請求項１～１８のいずれかに記載の装置。
【請求項２０】
　前記複数の出力チャネルは、２つの出力チャネルを含む、請求項１～１９のいずれかに
記載の装置。
【請求項２１】
　前記複数の出力チャネルは、３つの出力チャネルを含む、請求項１～１９のいずれかに
記載の装置。
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